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Ｄ
Ｖ
と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
Ｄ
Ｖ
は
ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
の
略
で
、
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
、

親
し
い
関
係
に
あ
る
人
か
ら
振
る
わ
れ
る
暴
力
の
こ
と
で
す
。

　

暴
力
と
い
う
と
、
な
ぐ
る
・
け
る
な
ど
の
身
体
的
暴
力
が

連
想
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
Ｄ
Ｖ
に
は
、
無
視
・
脅
迫
な
ど
の

精
神
的
暴
力
や
、
性
的
関
係
の
強
要
な
ど
の
性
的
暴
力
、
生

活
費
を
渡
さ
な
い
な
ど
の
経
済
的
暴
力
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

鳥
取
県
に
寄
せ
ら
れ
た
女
性
相
談
の
う
ち
Ｄ
Ｖ
に
つ
い

て
の
相
談
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
こ
こ
２
年
は
年
間

９
０
０
件
以
上
も
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
平
成
21
年
度
の
調
査
で
は
、
男
性
の
50
人
に
１
人
、

女
性
の
16
人
に
１
人
は
、
過
去
５
年
間
に
配
偶
者
・
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
Ｄ
Ｖ
の
被
害
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
答
え
て
い

ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
は
「
他
人
ご
と
」
で
は
な
い
身
近
な
問
題
な
の
で
す
。

●
Ｄ
Ｖ
と
は
？

●
相
談
件
数
の
増
加

暴
力
の
な
い
琴
浦
町
で
あ
る
た
め
に
…
…

　　

Ｄ
Ｖ
同
様
、
児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
対
応

件
数
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
度

に
は
鳥
取
県
で
は
49
件
も
の
相
談
対
応
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
全
国
的
に
は
、
児
童
虐
待
で
子

ど
も
の
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
、
重
大
な
事
件
も

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

●
相
談
対
応
件
数
の
増
加

児
童
虐
待
と
は

　

◉
身
体
的
虐
待
…�

な
ぐ
る
、
け
る
、

　
　

や
け
ど
を
負
わ
せ
る　

な
ど

　

◉
性
的
虐
待
…
…�

性
的
行
為
を
強
い

　
　

る
、
性
器
を
見
せ
る　

な
ど

　

◉
ネ
グ
レ
ク
ト
…�

食
事
を
与
え
な
い
、

　
　

ひ
ど
く
不
潔
に
す
る　

な
ど

　

◉
心
理
的
虐
待
…�

言
葉
に
よ
る
脅
し
、

　
　

無
視
や
拒
否
的
な
態
度　

な
ど

11
月
は
児
童
虐
待

防
止
月
間
で
す

11
月
12
日
～
25
日
は

　

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

　
　
　

な
く
す
運
動
」
期
間
で
す

近年、ＤＶや児童虐待といった身近な人からの暴力が大きな社会問題となっています。
11月には、暴力のない社会づくりをめざしてさまざまな運動が行われます。
より住み良い家庭・地域づくりを実現するのに、私たちにどんなことができるのでしょうか？

ＤＶ・児童虐待を許さない
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同
和
教
育
や
男
女
共
同
参
画
を

学
ん
で
い
く
う
ち
に
自
然
と
Ｄ

Ｖ
・
虐
待
の
問
題
に
関
わ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
暴
力
は
相
手
が

誰
で
あ
っ
て
も
許
さ
れ
な
い
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
が
「
幸

せ
」
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思

い
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
・
虐
待
の
問
題
に
関
わ
る

よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は

危
険
を
感
じ
た
ら

　

警
察
署　

　
　

１
１
０
番
通
報

　

Ｄ
Ｖ
・
虐
待
と
も
に
、
そ
の
多
く
が
家
庭
内
で
行
わ
れ
る
暴
力
で
あ
り
、

普
段
の
生
活
の
中
で
表
面
化
し
に
く
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

鳥
取
県
Ｄ
Ｖ
予
防
啓
発
支
援
員
の
井
上
耐
子
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い

ま
し
た
。　

　

地
域
全
体
で
Ｄ
Ｖ
・
虐
待
へ
の

理
解
を
深
め
る
機
会
を
持
つ
こ
と

が
大
切
で
す
。
暴
力
被
害
を
受
け

ら
れ
た
方
が
近
所
の
方
を
頼
り
に

さ
れ
る
場
合
も
多
い
こ
と
を
考
え

る
と
、
地
域
ぐ
る
み
の
取
り
組
み

が
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
相
談
を
受
け
た
時
に
は
、

じ
っ
く
り
話
を
聞
い
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
今
後
ど
う
し
た

ら
良
い
か
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ

う
。

　

被
害
者
や
相
談
を
受
け
た
方
が

利
用
で
き
る
相
談
機
関
が
あ
り
ま

す
の
で
、
１
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

私
た
ち
に

　
　

で
き
る
こ
と
は
？

琴浦町男女共同
参画推進会議会
長。また鳥取県
ＤＶ予防啓発支
援員、民間ＤＶ
シェルター支援
員としても活躍
中。

私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

相
談
・
通
報
窓
口
の
ご
案
内

　

Ｄ
Ｖ
・
虐
待
は
ひ
と
り
で
、
ま
た
、
ひ
と
つ
の
機
関
の
み
で

解
決
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
深
刻
な
問
題
で
す
。
機
関
同
士
の

連
携
や
地
域
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
Ｄ
Ｖ
を
発
見
し
た
場
合
に
は
通
報
努
力
義
務
が
、
虐

待
を
発
見
し
た
場
合
に
は
通
報
義
務
が
法
律
で
課
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
通
報
も
あ
な
た
に
で
き
る
協
力
の
一
つ
な
の
で
す
。　

井上　耐子さん
（宮木）

【
Ｄ
Ｖ
被
害
】

心
と
女
性
の
相
談
室

　
（
中
部
総
合
事
務
所
内
）

　
　
　

　
23
ー
３
１
４
７

　
　
　

　
23
ー
３
１
５
２

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　

よ
り
ん
彩 

セ
ン
タ
ー
相
談
室

　
　
　

　
23
ー
３
９
３
９

【
児
童
虐
待
】　　

倉
吉
児
童
相
談
所

　
　
　

　
23
ー
１
１
４
１

【
身
近
な
相
談
先
】

町
民
生
活
課

　

平
日
（
午
前
８
時
30
分　

　
　

～
午
後
５
時
15
分
）

　
　
　

　
52
ー
１
７
０
３

　

夜
間
・
休
日

　
　

�

児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
相
談

電
話

　
０
８
０
ー
５
６
２
１
ー
１
７
０
３

　ＤＶ・虐待は解決の難しい問題です。
　一人で抱え込まず相談機関の支援を
　ご利用ください。

一人で悩まず相談を

みんなで考えてみませんか？
　

琴
浦
町
男
女
共
同
参
画
推
進

会
議
・
町
・
町
教
育
委
員
会
で

は
、
暴
力
の
な
い
住
み
良
い
地

域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
左
記

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま

す
。

と　

き　

11
月
24
日
（
木
）　

　
　
　

午
後
７
時
～
９
時

と
こ
ろ　

�

ま
な
び
タ
ウ
ン
と
う

は
く

内
容

　

報
告

　
「
Ｄ
Ｖ
相
談
の
現
状
と
実
際
」

　
　

よ
り
ん
彩
相
談
員　

�

繁
原
美
保
さ
ん

　

講
演

　
「
Ｄ
Ｖ
・
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
・　

　
　
　

虐
待
を
防
ぐ
た
め
に
」

　

～
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
～

　
　

社
会
心
理
学
講
師　

�

市
場
恵
子
さ
ん

� ことうら 2011.11



   　

　

納
税
貯
蓄
組
合
法
の
誕
生
か
ら

今
年
で
60
年
を
迎
え
ま
す
。
納
税

貯
蓄
組
合
長
に
は
、
納
税
貯
蓄
組

合
の
活
動
目
標
の「
納
期
内
納
付
」

の
呼
び
か
け
を
通
し
て
口
座
振
替

の
普
及
の
活
動
を
し
て
い
た
だ

き
、
納
税
者
の
約
80
％
が
利
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
自
主
納
付
意

識
の
醸
成
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
「
納
税
貯
蓄
組

合
の
収
納
代
行
業
務
は
減
っ
て
お

り
、
収
納
率
に
寄
与
し
な
く
な
っ

た
」
と
い
う
声
が
上
が
っ
て
き
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
10
月
に
行
わ
れ
た

鳥
取
県
の
「
事
業
棚
卸
し
」（
鳥

取
県
版
事
業
仕
分
け
）
に
よ
り
、

県
か
ら
の
納
税
貯
蓄
組
合
の
補

助
金
（
単
位
組
合
対
象
）
が
平
成

24
年
度
か
ら
廃
止
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
琴
浦
町
で
は
納
税

者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観

点
か
ら
、
役
場
か
ら
の
納
税
通
知

書
・
納
付
書
の
配
付
、
収
納
代
行

業
務
の
納
税
貯
蓄
組
合
へ
の
依

頼
を
取
り
止
め
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
琴
浦
町
納
税
貯
蓄

組
合
で
は
、「
納
期
内
納
付
」
を

通
じ
て
国
・
県
・
町
財
政
の
健
全

化
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
正
し

い
税
知
識
の
普
及
に
努
め
社
会
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動

町納税貯蓄組合
連　　合　　会

団 体 名 種目 平成23年度まで 平成24年度以降
あり
27万円

あり
27万円
廃止

－
あり
廃止
あり、選任

廃止

59,760円（一人当り 20円）

あり
廃止（H22年度まで実績43,000円）

878,700円（H23年度町全体実績）
あり、毎年納税貯蓄組合長選任
878，700円
（会費と各地区納税貯蓄組合の事務費を引いたと
ころを単位組合に交付される）

納税通知書・納付書配付、収税業務、租税教育研修
等、口座振替推進

組　　織
町補助金
会　　費
県補助金
組　　織

組　　織組　　織

県補助金

役割の内容

県補助金
各地区納税貯蓄
組　　　　　合

単　位　組　合
（各部落）

納税貯蓄組合
長 報 償 金

◆組合長報償金の算出基礎
　組合長１人（年額）3,000円と
　組合員１人（世帯）につき
　　　170円（現金納付の場合）
　　　100円（口座振替の場合）　の合計額［　　　　］

廃止　　※ただし、
収納業務（納付書な
ど配付・現金徴収）
を行う単位組合は
報償金を交付する

「租税教育の推進、
正しい税知識の普
及及び納税思想の
高揚」活動

琴浦町納税貯蓄組合の事業見直し概要

を
続
け
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て

次
世
代
を
担
う
中
学
生
の
み
な
さ

ん
に
、自
ら｢

税｣

に
つ
い
て
考
え
、

正
し
い
税
知
識
を
学
ん
で
い
た
だ

く
た
め
に
、
毎
年｢

中
学
生
の
税

に
つ
い
て
の
作
文
・
習
字｣

コ
ン

ク
ー
ル
へ
の
応
募
の
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
納
め
る
税
金
は
、

国
や
都
道
府
県
・
市
町
村
が
活
動

す
る
た
め
の
基
礎
と
な
る
も
の

で
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
必
要
な
も
の
で
す
。

　
「
税
は
社
会
の
共
通
経
費
（
会

費
）」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
税
」

が
地
域
の
元
気
の
源
と
な
る
よ

う
、
そ
し
て
、
納
税
貯
蓄
組
合
も

今
後
の
納
税
貯
蓄
組
合

　

11
月
11
日
か
ら
17
日
は｢

税
を
考
え
る
週
間｣

で
す
。
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
町
づ
く
り
を
実

現
す
る
た
め
に
必
要
な
納
税
に
つ
い
て
の
取
組
み
を
現
在
の
状
況
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

あ
な
た
の
税
で
住
み
よ
い
町
に

納
税
貯
蓄
組
合
の
役
割
が
平
成
24
年
１
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

◇�

納
税
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
よ
り
、
役
場
か
ら
の
納
税
通
知
書
・
納
付
書
の
配
付

は
、
納
税
者
に
郵
送
し
、
納
税
貯
蓄
組
合
へ
の
収
納
業
務
の
依
頼
を
取
り
止
め
ま
す
！

◇
現
金
納
付
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
に
さ
れ
る
か
、
個
人
で
直
接
納
め
て
く
だ
さ
い

◇
納
税
貯
蓄
組
合
で
は
、
引
き
続
き
租
税
教
育
と
口
座
振
替
の
推
進
の
活
動
を
行
い
ま
す
！
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地
域
の
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
に

努
め
ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
る
と
、

役
場
や
金
融
機
関
に
わ
ざ
わ
ざ
出

向
い
て
い
た
だ
か
な
く
て
も
納
税

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
納
税
の
し
忘
れ
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
う
っ
か
り

納
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ん
。
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
金
融

機
関
窓
口
で｢

口
座
振
替
依
頼
書｣

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
銀

行
印
を
押
印
し
て
提
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

【
必
要
な
も
の
】　

①
預(

貯)

金

通
帳　

②
通
帳
の
届
出
印　

③
納

付
通
知
書

※｢

口
座
振
替
依
頼
書｣

は
金
融

機
関
窓
口
ま
た
は
役
場
窓
口
に
あ

り
ま
す
。

問
合
せ
先
・
税
務
課　

　　
　
　
　
　
　
52
ー
１
７
１
２　

　

税
の
基
本
は
公
平
・
公
正
で

す
。
琴
浦
町
で
は
、
納
期
限
ま
で

に
納
付
さ
れ
な
か
っ
た
方
に
つ
い

て
は
、
督
促
状
の
発
送
、
納
付
の

催
告(

文
書
・
訪
問
・
呼
び
出
し
・

電
話
な
ど)

を
徹
底
し
、
そ
れ
で

も
納
税
に
ご
理
解
と
ご
協
力
い
た

だ
け
な
か
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、

町
独
自
で
滞
納
処
分
を
執
行
す
る

た
め
の
財
産
調
査
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
も
と
に
差
押
え
を
執
行
し

ま
す
。
な
か
で
も
、
悪
質
と
認
め

ら
れ
る
場
合
は
、
徴
収
専
門
の
組

織
「
中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合
税

務
課
」
へ
徴
収
委
託
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

町
の
収
入
に
は
、
税
金
、
使
用

料
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
滞
納
額
が
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

滞
納
に
対
し
て
は
、
各
課
で
滞

納
整
理
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

平
成
22
年
度
か
ら
一
部
の
滞
納
者

に
つ
い
て
、
徴
収
事
務
を
税
務
課

に
一
元
化
し
、
徴
収
体
制
の
合
理

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

悪
質
な
者
に
対
し
て
は
、
不
公

平
感
の
蔓ま
ん
え
ん延
、
滞
納
連
鎖
を
阻
止

す
る
た
め
、厳
格
な
法
的
措
置（
財

産
の
差
押
え
、
裁
判
所
へ
の
支
払

督
促
の
申
立
て
）を
執
行
し
ま
す
。

　

失
業
、
倒
産
、
そ
の
他
の
事
情

で
納
付
が
困
難
に
な
っ
た
と
き

は
、
法
に
定
め
る
徴
収
緩
和
措
置

の
適
用(

猶
予)

、
ま
た
は
分
割

納
付
に
よ
り
、
一
回
あ
た
り
の
納

税
額
を
軽
く
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
役
場
税
務
課
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
毎
月
１
回
、
月
末
日
（
閉

庁
日
を
除
く
）に
税
務
課
内
に『
夜

間
納
税
相
談
窓
口
』
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

口
座
振
替
の
方
法
は
？

口
座
振
替
に
よ
る
納
税

納
税
相
談
は
お
早
め
に

徴
収
の
取
組
み
と
強
化

｢税を考える週間｣
テーマ｢税の役割と税務署の仕事｣

　国税庁では、毎年11月11日から17日を
｢税を考える週間｣として、国税庁ホーム
ページで、様々な情報を提供しています。
　私たちの暮らしを支える税について、
ぜひこの機会に考えてみてください。

詳しくは www.nta.go.jp
税に関する作品展

　中学生・高校生から応募のあった税に
関する習字や作文のうち、一部の作品を
展示しています。
　場所：パープルタウン
　　　　（1階東側イベントスペース）
　期間：11月16日㈬～11月23日㈬

倉吉税務署からのお知らせ

町　民　税 672,242
調定額 収入額 未収額 収納率

1,089,936
53,483
575,173
314,363
129,427
2,834,624

639,736
995,272
49,937
459,451
304,806
128,642
2,577,844

（単位：千円）

32,506 95.16％
91.31％
93.37％
79.88％
96.96％
99.39％
90.94％

94,664
3,546

115,722
9,557
785

256,780

固定資産税
軽自動車税
国民健康保険税
介護保険料
後期高齢者医療保険料

計

平成22年度　町税等の収入額と未納額

町
文
化
祭
に
展
示

　

｢

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の

　

作
文
・
習
字
コ
ン
ク
ー
ル｣

　

優
秀
作
品

七
夕
の
会（
女
性
部
研
修
会
）
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来
年
４
月
か
ら
の
保
育
園
等
の
入
園
の
申
し
込
み
を
下
記
の
と
お
り
受
け
付

け
ま
す
。

　

保
護
者
は
、
希
望
す
る
町
内
の
保
育
園
な
ど
へ
の
入
園
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
区
域
は
設
け
ま
せ
ん
の
で
、入
園
を
希
望
す
る
園
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
来
年
４
月
以
降
（
年
度
途
中
）
に
入
園
予
定
の
方
も
、
今
回
申
し
込
み
の

手
続
き
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
定
員
な
ど

の
理
由
で
、
希
望
す
る
時
期
に
入
園
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
手
続
き
の
方
法

　

申
込
関
係
書
類
は
、
次
の
場
所

に
置
い
て
い
ま
す
。

・
役
場
町
民
生
活
課
（
本
庁
舎
）

・
分
庁
総
合
窓
口
係
（
分
庁
舎
）

・�

教
育
委
員
会
事
務
局
（
ま
な
び

タ
ウ
ン
と
う
は
く
３
階
）

・
各
保
育
園
及
び
八
橋
幼
稚
園

　　

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
入
園
を
希
望
す
る
園
に

直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
や

ば
せ
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
は
、
八

橋
保
育
園
ま
た
は
八
橋
幼
稚
園
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。）

　

町
外
の
保
育
園
へ
の
入
園
に
つ

い
て
は
、
町
民
生
活
課
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
い
ず
れ
の
場
合

も
、
入
園
が
決
ま
り
次
第
、
各
ご

家
庭
に
通
知
し
ま
す
。

●
保
育
園
の
入
園
基
準

　

保
育
園
に
入
園
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
家
庭
で
十
分
な
保
育

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
乳
幼

児
で
す
。
具
体
的
に
は
、
保
護
者

や
家
族
の
状
況
が
、
次
の
い
ず
れ

か
の
基
準
に
該
当
す
る
場
合
を
い

い
ま
す
。

・
家
庭
外
労
働
し
て
い
る　

・
家
庭
内
労
働
し
て
い
る

・
母
親
が
出
産
予
定

・
病
人
の
看
護
を
し
て
い
る　

・�

家
庭
が
災
害
な
ど
に
あ
っ
た　

�

な
ど

平
成
24
年
度

保
育
園
と
認
定
こ
ど
も
園
の
入
園
児
募
集

11
月
７
日
㈪
～
22
日
㈫

●�

や
ば
せ
こ
ど
も
園（
短
時
間
部
）

対
象
者
・
資
格

　

や
ば
せ
こ
ど
も
園
（
短
時
間

部
）
に
入
園
で
き
る
の
は
、
平
成

24
年
４
月
１
日
現
在
、
満
３
歳
か

ら
満
５
歳
の
児
童
で
、
町
内
に
居

住
し
て
い
る
方
で
す
。（
家
庭
で

の
保
育
が
可
能
な
方
も
入
園
で
き

ま
す
）

　

保
育
時
間
な
ど
つ
い
て
は
、

町
民
生
活
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※�

長
時
間
部
は
保
育
園
の
入
園

基
準
と
同
様
で
す
。

問
合
せ
先　

各
保
育
園
ま
た
は

町
民
生
活
課　

　
52
ー
１
７
０
３

※古布庄保育園は、平成24年度は募集しません。
※やばせこども園の開園に伴い、八橋保育園、八橋幼稚園は募集しません。
※やばせこども園は、八橋保育園（ 52－2089）または八橋幼稚園
   （ 52－3145）に申し込んでください。

区分 施設名 電話番号
対象年齢

（平成24年4月1日現在）
保育時間

（延長含む）
休園日

保
育
園

町
立

浦安保育園 52－2720

0歳～5歳
（生後6カ月から）

7:15～18:45
日曜日
祝　日

年末年始
など

逢束保育園 52－2594

釛保育園 52－3715

琴浦保育園 55－0710

成美保育園 55－1972

安田保育園 55－0943

以西保育園 55－7001

私
立

赤碕保育園 55－0708
0歳～5歳

（生後2カ月から）
みどり保育園 53－2395 7:00～19:00

認
定
こ
ど
も
園

町
立 やばせこども園

長時間部
0歳～5歳

（生後6カ月から）
7:15～18:45

短時間部 3歳～5歳 8:15～16:30
上記のほか

土曜日

各園の概要

受
付
期
間

H23.11.1 �



　
　

　10月にオープンした物産館ことうらでは、情報コーナー
でのチャレンジショップの出店者を募集しています。
　新たに商売をされたい方、事業拡充のための試行販売な
どをされたい方は、ぜひご利用ください。
　厨房には、冷凍冷蔵庫、ガスレンジ、アイスメーカーを
備えています。

申込・問合せ先　商工観光課　 　55－7801

　

10
月
か
ら
「
平
成
23
年
度
に
お

け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関

す
る
特
別
措
置
法
」
が
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
手
当
の

支
給
額
及
び
支
給
要
件
な
ど
が
変

わ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
法
律
の
改
正
に
よ
り
、

10
月
分
以
降
の
子
ど
も
手
当
を

受
給
す
る
た
め
に
は
、
認
定
請
求

手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
９
月
30
日
現
在
で
子

ど
も
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

（
公
務
員
を
除
く
）
を
対
象
に
「
認

定
請
求
書
」
の
届
出
に
関
す
る
通

知
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
同

封
し
て
い
る
注
意
事
項
を
よ
く
読

ん
で
11
月
30
日
（
水
）
ま
で
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

１
、�

子
ど
も
の
年
齢
と
人
数
に
応

じ
た
支
給
額
と
な
り
ま
す

２
、�

子
ど
も
は
日
本
国
内
に
居
住

し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す

（
留
学
の
場
合
除
く
）

３
、�

子
ど
も
が
児
童
福
祉
施
設
な

ど
に
入
所
し
て
い
る
場
合

は
、
父
母
な
ど
へ
の
支
給
で

は
な
く
施
設
設
置
者
な
ど
に

支
給
さ
れ
ま
す

４
、�

未
成
年
後
見
人
や
父
母
指
定

者
（
父
母
が
国
外
に
居
住
し

て
い
る
場
合
）に
対
し
て
も
、

父
母
と
同
じ
要
件
で
支
給
さ

れ
ま
す 

５
、�

父
母
が
離
婚
協
議
中
で
別
居

し
て
い
る
場
合
、
子
ど
も
と

同
居
し
て
い
る
父
ま
た
は
母

に
支
給
さ
れ
ま
す

問
合
せ
先　

町
民
生
活
課

　
　
　
　
　

　
52
ー
１
７
０
３

主
な
変
更
点

子
ど
も
手
当
が
変
わ
り
ま
し
た

子
ど
も
手
当
が
変
わ
り
ま
し
た

子
ど
も
手
当
が
変
わ
り
ま
し
た

10
月
分
以
降
の
受
給
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
人
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

擁
護
と
人
権
思
想
の
普
及
、
人
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
に
お
い
て
解
決
に
尽
く
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
山
脇
信
正
さ
ん
（
徳
万
５
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
藤
田
弘
志
さ
ん
（
西
仲
町
）
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
末
の
任
期
満
了
に
伴
い
退
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
れ
ま
し
た
。
山
脇
さ
ん
は
平
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
年
に
、
藤
田
さ
ん
は
平
成
17
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
人
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

擁
護
委
員
と
し
て
、
人
権
擁
護
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
長
い
間
、
ご
尽
力

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

お
二
人
の
退
任
に
伴
い
、
10
月
１
日
か
ら
足
達
泰
久
さ
ん
（
保
１

区
）
と
村
上
隆
さ
ん
（
竹
内
）
が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
新

た
に
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
お
二
人
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
活
動
を
通
し
て
、
少
し
で
も
地

域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
地
区
公
民
館
で
人
権
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
人
権
擁
護
委

員
が
相
談
に
あ
た
り
ま
す
。

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　
　

き　

毎
月
第
２
・
第
４
金
曜
日　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

各
地
区
公
民
館

　

＊
会
場
は
実
施
日
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
行
政
放
送
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
　

町
民
生
活
課　

　
52
ー
１
７
０
４

人
権
相
談
の
ご
案
内

村上　隆さん 足達泰久さん

新
し
い
人
権
擁
護
委
員
に

足
達
さ
ん
と
村
上
さ
ん

情報コーナー内　チャレンジショップ
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11
月
９
日
は
「
１
１
９
番
の
日
」
で
す
。

９
日
か
ら
15
日
ま
で
の
７
日
間
に
わ
た
り「
秋

季
全
国
火
災
予
防
運
動
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
と
暖
房
器

具
な
ど
の
火
気
の
使
用
が
多
く
な
り
、
火
災

の
発
生
し
や
す
い
時
季
と
な
り
ま
す
。
住
民

一
人
ひ
と
り
が
、
防
火
意
識
の
高
揚
を
図
る

と
と
も
に
、
火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

近
年
住
宅
火
災
の
死
者
が
急
増
し
て
い
ま

す
が
、７
割
が
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
で
す
。

火
災
発
生
時
に
速
や
か
に
避
難
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
。
琴
浦
町
で
の
設
置
率
は
57
・

８
％
と
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
ご
家
庭
が

多
い
よ
う
で
す
。
火
災
か
ら
大
切
な
生
命
を

守
る
た
め
、
寝
室
と
し
て
使
用
す
る
部
屋
、

ま
た
寝
室
に
つ
な
が
る
階
段
の
天
井
部
分
に

設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

東
伯
消
防
署
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
説
明
会
の
ほ
か
、
消
火
・
防
火
・
救

急
訓
練
な
ど
の
実
施
申
込
み
を
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

住
宅
火
災
の
安
全
対
策
に
、
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

東
伯
消
防
署　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
52
ー
３
３
４
６　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
52
ー
３
３
４
７

秋季全国火災予防運動
11／9（水）～11／15（火）

『消したはず　決めつけないで　もういちど』『消したはず　決めつけないで　もういちど』『消したはず　決めつけないで　もういちど』

東伯消防署からのお知らせ

　

昨
年
宮
崎
県
で
猛
威
を
ふ
る
っ
た
口
蹄
疫
や
、
島
根
県
安
来
市
な
ど
で

発
生
し
た
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
家
畜
伝
染
病
の
発
生

に
備
え
、
今
年
10
月
か
ら
「
家
畜
伝
染
病
予
防
法
」
が
改
正
さ
れ
、
家
畜

の
飼
養
者
に
埋
却
地
の
確
保
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

牛
・
豚
・
鶏
の
家
畜
飼
養
数
が
県
内
ト
ッ
プ
の
本
町
で
は
、
昨
年
行
っ
た

調
査
で
多
く
の
飼
養
者
が
埋
却
地
を
確
保
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
町
は
家
畜
伝
染
病
発
生
時
に
埋
却
地
が
不
足
す
る
事
態
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、
Ｊ
Ａ
に
対
し
牧
草
地
を
埋
却
候
補
地
と
し
て
提
供
し
て
い
た
だ
く

よ
う
申
し
入
れ
を
し
、
合
意
と
な
っ
た
た
め
、
９
月
30
日
に
中
部
総
合
事
務

所
で
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
山
下
町
長
と
Ｊ
Ａ
鳥
取
中
央
の
福
山
巌
組
合
長
、
立
会
人
と

し
て
県
中
部
総
合
事
務
所
の
宮
本
京
子
所
長
が
出
席
し
、
協
定
書
に
署
名

を
行
い
ま
し
た
。

　

10
月
８
日
に
湯
坂
の
Ｊ
Ａ
全
農
鳥
取
中
央
家
畜
市
場
で
、「
県
畜
産
共

進
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
か
ら
は
、
和
牛
の
部
の
全
４
部
門
に
49
頭
中
７
頭
が
、
ま
た
乳
牛

の
部
の
全
７
部
門
に
は
57
頭
中
26
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

成
績
は
、
和
牛
の
部
で
は
惜
し
く
も
入
賞
を
逃
し
ま
し
た
が
、
乳
牛
の

部
で
は
、
７
部
門
中
６
部
門
で
１
位
と
な
り
、
真
山
健
太
郎
さ
ん
（
坂
ノ
上
）

の
乳
牛
が
未
経
産
の
部
で
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き
ま
し
た
。

　

ま
た
あ
わ
せ
て「
県
畜
産
ふ
れ
あ
い
祭
り
」が
開
催
さ
れ
、ミ
ニ
動
物
園
、

抽
選
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
、琴
浦
グ
ル
メ
ス
ト
リ
ー
ト
の
出
店
、特
産

品
な
ど
の
販
売
が
行
わ
れ
、好
天
に
恵
ま
れ
秋
風
も
さ
わ
や
か
な
中
、大

勢
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

県
畜
産
共
進
会
＆
畜
産
ふ
れ
あ
い
祭
り

Ｊ
Ａ
鳥
取
中
央
と
琴
浦
町

家
畜
伝
染
病
発
生
時
に
お
け
る
協
定
を
締
結

未経産の部グランドチャンピオン　真山さん所有
「ダイセンビューチャンピオンバブルス号」
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琴
浦
町
ミ
ニ
ト
マ
ト
Ｐ
Ｒ
実

行
委
員
会
主
催
の
琴
浦
町
産
の

ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
ケ

チ
ャ
ッ
プ
・
ジ
ュ
ー
ス
を
使
っ

た
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
が
９
月
24

日
に
ホ
テ
ル
セ
ン
ト
パ
レ
ス
倉

吉
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
応
募

作
品
33
点
の
う
ち
書
類
審
査
を

通
過
し
た
８
人
が
出
場
し
、
腕

を
ふ
る
い
ま
し
た
。

　

制
限
時
間
50
分
で
完
成
し
た

８
作
品
を
セ
ン
ト
パ
レ
ス
調
理

部
磯
上
洋
食
料
理
長
を
審
査
委

員
長
に
、ミ
ニ
ト
マ
ト
生
産
者
、

全
農
や
Ｊ
Ａ
鳥
取
中
央
、鳥
取

県
生
協
の
代
表
、山
下
町
長
の

あ
わ
せ
て
７
人
が
味
や
普
及

性
、独
創
性
、地
域
性
、芸
術
性

の
５
項
目
で
審
査
し
ま
し
た
。

　
　

さ
い
。
来
年
以
降
は
、
４
月
15
日
ま
で
に
２
月

１
日
時
点
の
状
況
報
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

※�

牛
・
馬
な
ど
１
頭
、
鹿
・
め
ん
羊
・
山
羊
・

豚
な
ど
６
頭
未
満
、
鶏
１
０
０
羽
未
満
の

「
少
数
所
有
者
」
は
、
今
回
報
告
す
れ
ば

来
年
の
報
告
は
不
要
で
す
。

【
報
告
事
項
】

①
家
畜
の
所
有
者
（
管
理
者
）
の
住
所
・
氏
名

②�

家
畜
を
飼
養
し
て
い
る
住
所
（
所
在
地
）・

名
称
（
畜
舎
・
団
地
名
な
ど
）

③
家
畜
の
種
類
、
頭
（
羽
）
数

　

※�

「
少
数
所
有
者
」
以
外
の
飼
養
者
は
「
飼

養
衛
生
管
理
基
準
の
遵
守
状
況
の
報
告
」

も
必
要
で
す
。

罰
則
に
つ
い
て

　

報
告
の
義
務
を
怠
る
と
10
万
円
以
下
の
過

料
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
飼
養
衛
生
管
理
基
準
を
遵
守
し
て
い

な
い
と
、
家
畜
伝
染
病
発
生
時
に
、
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
手
当
金
が
減
額
、
返
還
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

届
出
・
問
合
せ
先

　

倉
吉
家
畜
保
健
衛
生
所
（
倉
吉
市
清
谷
町
）

　

　
26
ー
３
３
４
１

　

近
年
の
口
蹄
疫
や
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
発
生
状
況
を
踏
ま
え
、「
家
畜
伝
染
病

予
防
法
」
が
今
年
４
月
に
改
正
さ
れ
、
10
月
か

ら
す
べ
て
の
家
畜
の
管
理
状
況
の
届
出
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
届
出
の
目
的

　

家
畜
の
管
理
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ

り
家
畜
伝
染
病
の
発
生
の
予
防
、
早
め
の
通

報
、
迅
速
な
初
動
対
応
な
ど
の
体
制
を
強
化

し
ま
す
。

届
出
の
対
象

　

牛
・
豚
・
鶏
な
ど
、
す
べ
て
の
家
畜
が
対
象

で
す
。
愛
玩
用
に
家
庭
や
学
校
・
公
園
で
飼
育

し
て
い
る
家
畜
、
庭
で
ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
っ
て

い
る
家
畜
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

【
対
象
家
畜
】

　

牛
、
水
牛
、
鹿
、
め
ん
羊
、
山
羊
、
馬
、
豚

（
ミ
ニ
豚
、
イ
ノ
ブ
タ
）、
イ
ノ
シ
シ
、
鶏
（
烏

骨
鶏
な
ど
「
鶏
」
が
名
に
つ
く
も
の
）、
う
ず

ら
、あ
ひ
る
（
あ
い
が
も
）、キ
ジ
、ダ
チ
ョ
ウ
、

ホ
ロ
ホ
ロ
鳥
、
七
面
鳥

12
月
15
日
ま
で
に
届
出
を

　

10
月
１
日
時
点
の
管
理
状
況
を
12
月
15
日
ま

で
に
倉
吉
家
畜
保
健
衛
生
所
へ
報
告
し
て
く
だ

　

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
は

生
越
映
里
さ
ん（
箆
津
）の「
鶏

手
羽
元
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
煮
」、

優
秀
賞
は
平
野
ゆ
み
さ
ん
（
赤

碕
）
の
「『
洋
風
お
で
ん
』
際

立
つ
ス
ー
プ
が
決
め
て
!!
」、

琴
浦
グ
ル
メ
ス
ト
リ
ー
ト
賞
は

青
戸
優
果
さ
ん
（
県
立
米
子
南

高
）
の
「
さ
っ
ぱ
り
琴
浦
!!
ヘ

ル
シ
ー
ベ
ジ
ト
マ
つ
け
麺
」
と

鳥
飼
賢
吾
さ
ん
（
倉
吉
市
）
の

「
ミ
ニ
と
ま
こ
さ
ん
」
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

受
賞
作
品
は
今
後
レ
シ
ピ
を

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
し
て
配
布
す

る
ほ
か
、
琴
浦
グ
ル
メ
ス
ト

リ
ー
ト
で
提
供
し
て
い
た
だ
く

な
ど
し
、
琴
浦
産
の
ミ
ニ
ト
マ

ト
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り

ま
す
。

最優秀賞の「鶏手羽元のミニトマト煮」

　受賞者のみなさん
　左から鳥飼さん、青戸さん、平野さん、
　生越さん

～第2回ミニトマト料理コンテスト開催！～
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　区　分 住民基本台帳人口 歳出額 実質収支 人件費 人件費率
 （平成23年3月31日現在） (A)  (B) (B/A)

平成22年度 19,108人 10,252,407千円 131,593千円 1,624,766千円 15.8％

＊　人件費には、特別職に支給される給料、報酬等も含む。

　区　分 職員数 給　与　費   1人あたり給与費
 (A) 給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計(B) (B/A)

平成23年度 192人 718,719千円 62,277千円 251,215千円 1,032,211千円 5,376千円

＊　職員手当には退職手当を含まない。
＊　給与費は当初予算に計上された額である。

  区分　
 一般行政職 現業職（国は技能労務職）

 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

琴浦町 314,677円 345,518円 43.7歳 300,245円 310,518円 52.5歳

　国 327,205円 397,723円 42.3歳 283,862円 321,662円 49.5歳

　　   琴浦町 国

　　　区　　分  決定初任給 採用2年経過日 決定初任給 採用2年経過日
   給 　 料 　 額

一般行政職
 大学卒 161,600円 177,300円 172,200円 184,200円

 高校卒 140,100円 148,500円 140,100円 148,500円

　　　　区　　分  経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
 大学卒 227,700円 273,400円 309,300円

 高校卒 195,500円 234,600円 281,000円

技能労務職
 大学卒 － － －

 高校卒 187,300円 217,700円 256,500円

 区　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 
計

 標準的な職務内容 主事 主事 係長・主任 課長補佐 課長 課長

 職員数 29人 25人 72人 48人 23人 6人 203人

 構成比 14.3％ 12.3％ 35.5％ 23.6％ 11.3％ 3.0％ 100.0%.
＊　琴浦町の給与条例に基づく給料表行（一）適用の級区分による職員数とする。
＊　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名である。

琴浦町の人事行政の状況の公表に関する規定により、下記のとおり公表します。
琴浦町職員等の給与の状況をお知らせします

1. 人件費の状況（普通会計決算）

2. 職員給与費の状況（普通会計予算）

3. 職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（平成23年4月1日現在）

4. 職員の初任給の状況（平成23年4月1日現在）

5. 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成23年4月1日現在）

6. 一般行政職の級別職員数の状況（平成23年4月1日現在）

給　料　額

H23.11.1 10



  期末手当 勤勉手当
 6月期 1.225月分 0.675月分
 12月期 1.375月分 0.675月分
 計 2.60月分 1.35月分

 　区　分 琴浦町 国

  自己都合 定年
 勤続20年 23.50月分 30.55月分
 勤続25年 33.50月分 41.34月分
 勤続35年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分

  自己都合 定年
平成22年度 20,185千円 24,705千円

ァ. 配偶者 13,000円
ィ. 配偶者以外の扶養親族 6,500円
 配偶者のいない職員の扶養親族のうち1人 11,000円
ゥ. 満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの間にある子 5,000円加算

 月12,000円を超える家賃を支払っている 最高 27,000円
 借家の居住者

ァ. 交通機関などの利用者 最高 55,000円
 支給単位期間の通勤に要する運賃等の額 
ィ. 自動車などの利用者（通勤距離2ｋｍ以上） 2,000円～24,500円

左に同じ

期末手当
勤勉手当

扶養手当

住居手当

退職手当

通勤手当

平成23年度支給
割合

職制上の段階、
職務の級等による
加算措置等

支給率

その他の加算 定年前早期退職特例（2～20％加算）

一人あたり
平均支給額

左に同じ

有

 区　分 給料月額等

給料
 町長 802,000円

 副町長 642,000円
 議長 321,000円
報酬 副議長 233,000円
 議員 217,000円
 町長
 副町長
期末手当 議長
 副議長
 議員

 6月期 1.40月分
 12月期 1.55月分
 計 2.95月分 

　これらのほか、下記の項目につきましては、琴浦町ホーム
ページに掲載しています。
琴浦町ホームページアドレス
　http://www.town.kotoura.tottori.jp/cms/index928.html
・職員の任免及び職員数に関する状況
・職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
・職員の分限及び懲戒処分の状況
・職員の服務の状況
・職員の福祉及び利益の保護の状況
・その他町長が必要と認める事項

7. 職員手当の状況（平成23年4月1日現在）

8. 特別職の報酬等の状況（平成23年4月1日現在） 9. 年度別 総職員数の推移
年度 H17
人数 264人 246人 246人 233人 224人 217人 214人

H18 H19 H20 H21 H22 H23
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ひ
っ
く
り
か
え
り
そ
う
に
な
り

な
が
ら
、
力
い
っ
ぱ
い
引
っ
張

る
ぞ
！

綱
引
き
（
浦
安
地
区
）

「
宝
、
取
っ
た
ぞ
！
」　

宝
つ
り
（
浦
安
地
区
）

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

　

う
ま
く
転
が
る
か
な
？

自
転
車
リ
ム
ま
わ
し（
下
郷
地
区
）

こ
ぼ
れ
な
い
よ
う
に
！

　

そ
ー
っ
と
ね

満
水
リ
レ
ー
（
下
郷
地
区
）

上
手
に
破
っ
て
慎
重
に
く
ぐ
り
ま

し
ょ
う
！　

新
聞
く
ぐ
り
リ
レ
ー（
上
郷
地
区
）

お
っ
と
っ
と
！

　

ボ
ー
ル
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
ね

ゆ
っ
く
り
早
く
（
上
郷
地
区
）

玉
が
た
く
さ
ん
入
っ
た
か
な
ぁ
～
？

「
そ
ー
れ
！
も
う
一
つ
入
れ
よ
う
！
」

玉
入
れ
（
八
橋
地
区
）

息
を
あ
わ
せ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

「
あ
ら
～
お
邪
魔
し
ま
し
た
」

仲
良
し
カ
ン
こ
ろ
が
し（
八
橋
地
区
）
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最
初
の
一
歩
が
難
し
い
！
息
を
合

わ
せ
て
三
人
四
脚
！

加
足
リ
レ
ー
（
古
布
庄
地
区
）

大
き
な
お
口
を
あ
け
て
！
う
ま
く

と
れ
る
か
な
？

食
え
て
ゴ
ー
！（
古
布
庄
地
区
）

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、
そ
れ
！

１
、２
！
１
、２
！（

赤
碕
地
区
）

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
宝
を

ゲ
ッ
ト
！

（
赤
碕
地
区
）

綱
引
き
２
年
連
続
優
勝
の
水
口
大

石
チ
ー
ム

（
成
美
地
区
）

総
合
優
勝
出
上
２
区
応
援
に
も
力

が
入
り
ま
す

（
成
美
地
区
）

第23回下郷公民館まつり
　と　き：12日（土）～13日（日） 9：00～
　ところ：カウベルホール
古布庄まつり2011
　と　き：12日（土）～13日（日） 9：00～　
　ところ：古布庄地区公民館・古布庄小学校
浦安地区公民館まつり
　と　き：13日（日）9：00～
　ところ：浦安地区公民館
第26回上郷地区公民館まつり
　と　き：19日（土）～20日（日） 9：30～
　ところ：上郷地区公民館
第25回八橋地区公民館まつり
　と　き：20日（日） 9：00
　ところ：八橋地区公民館・前庭

各地区の公民館まつり
11月
開催

　　　　　優勝　 準優勝　　第３位

男性の部　山川　　大熊　　赤碕金屋

女性の部　大熊　　大父　　　国実

寿の部　　宮木　赤碕金屋　　大熊

以西地区グラウンドゴルフ大会結果
10／16　赤碕総合運動公園
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町
で
楽
し
く
暮
ら
す
①

　

収
穫
の
季
節
で
す
。
み
な
さ
ん
、
畑
の
野
菜
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。私
の
レ
ン
タ
ル
畑
は
草
ぼ
う
ぼ
う
で
、

夏
か
ら
ほ
と
ん
ど
お
手
上
げ
状
態
で
す
。
畑
づ
く
り
の

先
生
、
怠
け
た
生
徒
で
す
み
ま
せ
ん
！
で
も
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
ズ
ッ
キ
ー
ニ
は
最

高
で
し
た
。
ま
た
、
私
が
琴
浦
に
来
る
前
に
一
番
楽
し

み
に
し
て
い
た
こ
と
が
畑
仕
事
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を

叶
え
た
だ
け
で
も
嬉
し
い
で
す
し
、
自
給
自
足
の
夢
へ

と
一
歩
近
づ
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

今
年
は
最
後
に
失
敗
し
ま
し
た
が
た
く
さ
ん
収
穫

で
き
ま
し
た
し
、
去
年
も
ベ
ラ
ン
ダ
畑
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
大
成
功
で
し
た
。
み
な
さ
ん
の
ご
指
導
と
支
援
の

も
と
で
、
き
ゅ
う
り
が
天
井
ま
で
届
き
ま
し
た
。(

役

場
本
庁
舎
の
前
の
道
路
か
ら
私
の
部
屋
が
く
っ
き
り

見
え
ま
し
た)

私
が
食
べ
て
も
余
る
く
ら
い
の
た
く
さ

ん
の
も
の
が
採
れ
ま
し
た
。
ベ
ラ
ン
ダ
も
畑
も
、
見
て

い
る
だ
け
で
幸
せ
に
な
り
、
土
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
こ

の
世
に
私
が
根
付
い
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
私
は
、
琴
浦
の
夏
、
と
て
も
楽
し
く
て
幸

せ
な
生
活
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
が
作
っ

た
も
の
を
私
が
食
べ
る
。
都
会
で
は
空
想
に
近
か
っ

た
夢
が
現
実
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
琴
浦
の
親
切

な
み
な
さ
ん
が
い
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
の
秋
も
た
く
さ
ん
食
べ
ま
し
ょ
う
！

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

町国際交流員 沈
シム

 
へ

敬
ギョン

のエッセイ

と　

き　

　

11
月
22
日
（
火
）
～
27
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　

　

ま
な
び
タ
ウ
ン
と
う
は
く

　

４
階
第
１
展
示
ホ
ー
ル

【
記
念
講
演
】

と　

き　

　

11
月
23
日
（
水
）

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

　

ま
な
び
タ
ウ
ン
と
う
は
く
３
階

　

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー

講　

師　

　

鳥
取
県
立
博
物
館
主
任
学
芸
員　

　
　
　
　
　
　
　
　

竹
氏
倫
子
さ
ん

　

塩
谷
さ
ん
は
日
本
の
芸
術
写
真

を
代
表
す
る
写
真
家
で
、
国
内
の

み
な
ら
ず
、
海
外
で
も
高
い
評
価

を
得
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
を
離
れ

る
こ
と
な
く
生
涯
に
わ
た
っ
て
写

真
を
撮
り
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
作
品
に
は
地
元
赤
碕
を
は
じ

め
、
県
内
の
風
物
を
題
材
に
し
た

も
の
が
多
く
塩
谷
さ
ん
の
郷
土
に

対
す
る
愛
情
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　　

小
学
生
の
時
か
ら
写
真
を
始
め
、

鳥
取
県
県
立
倉
吉
農
学
校
卒
業
後
、

本
格
的
に
写
真
を
撮
り
始
め
る
。
大

正
８
年
に
赤
碕
に
写
真
グ
ル
ー
プ

「
ベ
ス
ト
ク
ラ
ブ
」（
後
の
写
研
会
）

を
設
立
。
芸
術
写
真
の
分
野
で
国
内

の
草
分
け
的
存
在
と
し
て
、
戦
前
の

絵
画
主
義
・
芸
術
主
義
の
写
真
の
時

代
に
活
躍
す
る
。
昭
和
50
年
に
「
塩

谷
定
好
名
作
集
」が
出
版
さ
れ
る
と
、

そ
の
作
品
は
再
評
価
さ
れ
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
で
の
巡
回
展
へ

の
出
展
な
ど
、
国
内
の
み
な
ら
ず
海

外
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
る
。
平
成

22
年
、
そ
の
功
績
に
よ
り
、
琴
浦
町

名
誉
町
民
に
選
ば
れ
る
。

「大娯楽」（昭和32年）

塩
谷
定
好
さ
ん
経
歴

（
１
８
９
９
～
１
９
８
８
・
塩
屋
町
）

　

琴
浦
町
出
身
の
世
界
的
写
真
家
、塩
谷
定
好
さ
ん
の
展
示
会
で
す
。

作
品
の
ほ
か
、
塩
谷
さ
ん
が
愛
用
し
て
い
た
撮
影
器
具
な
ど
を
展
示

し
ま
す
。 塩

谷
定
好
「
懐
古
展
」
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　アメリカの11月といえば、何をおいても感謝祭
が有名です。普通、友達や家族がごちそうを囲ん
で一堂に会し、おのおのが感謝したことを振り返
ります。
　日本に来てからというもの、私たちはアメリカで
していたようには、感謝祭のお祝いができていませ
ん。今使っているオーブンは七面鳥の丸焼きには小
さすぎますし、私たちの家族はとても遠くにいるの
ですから。でも私たちは、アメリカにいた頃と同じ
ようにお祝いをすることよりも、感謝する気持ちが
大切だと感じています。だから今年、私たちはテー
ブルの上に一つの瓶を置きました。小さな紙に感謝
したことを書いて、瓶に入れることにしたのです。
多分、学校にもこの瓶を持っていって、生徒にも感
謝したことを書いて入れてもらうでしょう。今月の
終わりには瓶が一杯になっているといいです。
　私にはすでに感謝したいことがあります。ここに
住んでいて、たくさん感謝したことがあるのです。
赤碕に先生として来ることができたこと、素晴らし
い先生や生徒たちに囲まれ共に歩み始めたこと。そ
して、赤碕でのたくさんの素敵な人たちとの出会
い。あなただったら何を書いて入れますか。

From　Nickola　Marquette 
　　　　文／ニカラ・マーケット
　　　　訳／中原　明菜（赤碕中学校英語教諭）

Giving Thanks
　In November in America we celebrate Thanksgiving. 
Usually we get together with friends and family 
around a big meal and remember all the things we are 
thankful for. 
　Since coming to Japan we haven’t been able to 
celebrate Thanksgiving the way we would back 
home. Our oven is too small to cook a whole turkey 
and our family is very far away. We’ve decided 
those things aren’t as important as remembering 
to be thankful for the things we do have. So this 
year we will put a jar on our table. We will write 
things we are thankful for on small pieces of paper 
and put them in the jar. Maybe I will even take it 
to school and ask my students. Hopefully by the 
end of the month that jar will be full. 
　I already know some of the things I will write. 
There are so many things about living here I am 
thankful for. I’m thankful for being able to come to 
Akasaki to teach. I’m thankful for the wonderful 
group of teachers and students I get to work with. 
And I’m very thankful for all the nice people we 
have met here. What are you thankful for? 

感謝すること

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
10
秒
の
愛
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
紹
介
し
て
き

ま
し
た
。
今
回
は
こ
の
よ
う
な
取
組
み
に
よ
っ

て
子
ど
も
た
ち
に
ど
ん
な
変
化
が
期
待
で
き
る

の
か
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
子
ど
も
と
向
き
合
い
し
っ
か
り
と
愛

を
伝
え
る
こ
と
が
10
秒
の
愛
の
取
組
み
で
し

た
。
こ
う
し
て
愛
を
も
ら
っ
た
子
は
、
周
囲
に

も
同
じ
よ
う
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
絵
本
を
読
ん
で
も
ら
っ

た
子
が
、
弟
に
読
ん
で
あ
げ
る
よ
う
に
な
っ
た

り
、
大
人
に
し
っ
か
り
と
話
を
聞
い
て
も
ら
う

と
今
度
は
そ
の
子
が
友
だ
ち
の
話
を
聞
く
よ
う

に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
愛
を
も
ら
っ
た
子
は
周

囲
に
愛
を
あ
げ
る
子
に
な
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
親
の
愛
が
伝
わ
り
、
子
ど
も
が
笑
顔

に
な
る
と
、
親
も
笑
顔
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し

て
実
践
し
て
み
る
と
、
子
ど
も
の
た
め
だ
け
で

な
く
、
親
自
身
の
生
活
に
変
化
が
生
ま
れ
て
き

ま
す
。
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
伝
え
方
を
考

え
、
子
育
て
に
対
し
て
、
ゆ
と
り
や
ユ
ー
モ
ア
、

余
裕
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。
10
秒
の
愛
が
１
人

に
伝
わ
れ
ば
み
ん
な
に
伝
わ
る
の
で
す
ね
。

10
秒
の
愛
で

子
ど
も
た
ち
に
変
化
が

＊
子
育
て
の
合
言
葉
「
10
秒
の
愛
」
⑧
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船上山で150人が植樹
とっとり共生の森整備事業

　とっとり共生の森整備事業による
第4回目の植樹を10月2日に船上山の
「育みの森」で行いました。この事業は、平成19
年に損保ジャパン・鳥取県・琴浦町が森林環境保
全のため植林及び育林活動を目的に協定を締結し、
毎年同所で植樹を行っているものです。
　今年は、損保ジャパン社員とその家族、地元大
熊部落の方々などおよそ150人が参加し、コナラ・
シバグリ・ヤマザクラなど600本の苗木を植えまし
た。昨年に続き石の多い急斜面での作業になりま
したが、無事植樹を終えることができました。　
　最終年となる来年度は、今回整備した「育みの
森」、「集いの森」で植樹や下刈りなどの森林保全
活動を展開する予定です。

そばの花をスケッチ
東伯中学校１年生の農業体験学習

　東伯中学校1年生は、毎年、野田集落のみなさん
に協力していただきながら、そばの栽培をとおし
て農業体験を行い、食の大切さを学び、地元の方
たちとの交流を図っています。
　9月26日に生徒たちは野田のほ場に出かけ、白い
花を丁寧にスケッチしました。生徒たちは8月にそ
ばの種まきをしましたが、その後の台風の影響も
あり、例年より花の咲き具合が悪い中での生育観
察となりました。スケッチした作品は文化祭で展
示される予定です。
　今後、生徒たちは野田の方の指導を受けながら、
11月にはそばの収穫、12月には野田産のそば粉を
使って、手打ちそばを作る予定です。

そばの花のスケッチに取り組む生徒たち

シバグリの植樹をする親子

琴浦の海岸をきれいにしよう
クリーンキャンペーンで海岸清掃

　コスモアースコンシャスアクトクリーンキャン
ペーンが10月８日にポート赤碕の北側海岸で行わ
れました。これは環境保全を目的にコスモ石油㈱
と FMラジオ局が共同で全国的に行っている取組
みの一環で、当日はおよそ500人が海岸清掃に参加
しました。先の台風の影響で流木が多く漂着して
いましたが、ペットボトルなど人工物のゴミを中
心に集め、45リットルのゴミ袋が330個にもなり
ました。集めたゴミは、1リットル10円として主催
者から東日本大震災の義援金として寄付されます。流木などに混じってプラスチックなど

人工のゴミがたくさん漂着していた海岸
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カラフルなバンダナを巻いて元気に歌を披露する園児たち

園児の笑顔はじける音楽会　　
第４回ドレミのファミリー音楽会
　　

　ドレミのファミリー音楽会が10月12日にカウベ
ルホールで開催されました。この音楽会は子どもた
ちに音楽に親しんでもらおうと、毎年この時期に開
かれています。
　第１部で町内のすべての保育園と幼稚園の年長児
による合同演奏会、第２部では県内出身のトランペ
ット奏者の田中みつとしさん、エレクトーン奏者の
干村浩子さんによる演奏を鑑賞しました。当日は、
園児の保護者をはじめ多くの方が来場され、会場は
笑顔に包まれました。　

新たな観光拠点が誕生
物産館ことうらオープン
　　

　山陰道琴浦パーキングエリアの北側隣接地に建
設を進めていた物産館ことうらを10月14日にオー
プンしました。物産館ことうらは交通量の増加し
ている山陰道において、憩いの場の提供のほか、
町内外へ琴浦町の観光情報、特産品を発信する観
光拠点としての役割が期待されます。
　当日は、オープン前から店舗入口の前に開店を
待つ人の長蛇の列ができ、館内では商品を選んだ
り食事を楽しんだりする多数の来場客でにぎわい
ました。　

甘くて大きな梨に育ったよ!
小学生が梨の収穫と選果場見学
　　

　9月8日から15日にかけて、八橋小学校、浦安小
学校、安田小学校、成美小学校、東伯小学校、古
布庄小学校児童が、それぞれ、藤井保男さん（岩
本）、山﨑肇さん（斉尾）、来家喬さん（竹内）、山
田孝志さん（杉下）が管理されている果樹園で梨の
収穫作業を体験しました。
　児童たちはこれまでに交配、摘果と小袋掛け、
大袋掛けの作業を行っています。
　自分が育てた梨を食べた児童たちは、「すごくお
いしい」と収穫の喜びをかみしめました。
　また収穫作業後は、東伯・赤碕梨選果場を訪
れ、梨が出荷されるまでの様子を見学しました。
　この体験を通して児童たちは、町の特産品であ
る二十世紀梨の生育の様子や栽培の難しさなどを
学習し、同時に自分たちで育て、食べる喜びを味
わいました。

自分の名前の書かれた袋のかかった梨を収穫する児童たち

オープン初日、多数の来場客でにぎわう店内
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総
合
優
勝　

槻
下
Ａ

大
部
落
の
部
（
51
戸
以
上
）
10
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
時
間
（
分･

秒
）

　

優　

勝　

槻
下
Ａ　
　
　
　
　

50
・
13

　

準
優
勝　

花
見　
　
　
　
　
　

54
・
50

　

３　

位　

浦
安
南　
　
　
　
　

55
・
09

小
部
落
の
部
（
50
戸
以
下
）
６
チ
ー
ム

　

優　

勝　

中
尾
Ａ　
　
　
　
　

53
・
53

　

準
優
勝　

杉
下　
　
　
　
　
　

56
・
55

　

３　

位　

下
法
万　
　
　
　
　

58
・
19

一
般
の
部　

12
チ
ー
ム

　

優　

勝　

こ
と
や
ん
駅
伝
部　

51
・
01

　

準
優
勝　

八
橋
消
防
団　
　
　

51
・
40　

　

３　

位　

日
本
海
新
聞
赤
碕　

55
・
53

中
学
校
の
部　

11
チ
ー
ム

　

優　

勝　

北
溟
中
Ｂ　
　
　
　

51
・
39

　

準
優
勝　

赤
碕
中
Ａ　
　
　
　

52
・
57　

　

３　

位　

北
溟
中
Ｄ　
　
　
　

54
・
03

オ
ー
プ
ン
の
部　

７
チ
ー
ム

　

優　

勝　

Ｔ―

９
０
２
１
Ａ　

45
・
54

　
　
　
　
　
（
６
年
連
続
）

　

準
優
勝　

Ｔ―

９
０
２
１
Ｂ　

53
・
56

　

３　

位　

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
向
上
心　

55
・
10

琴
浦
賞
（
第
４
区
・
７
位
）

　
　
　
　

岩
田
有
我
（
花
見
）

レ
デ
ィ
ー
ス
賞
（
女
子
区
・
７
位
）

　
　
　
　

上
田
悠
有
（
北
溟
中
Ｂ
）

　

秋
晴
れ
の
中
、
絶
好
の
駅
伝
日
和
と
な
っ
た
９
月
25
日
に
開
催
し
た
今

年
の
大
会
に
は
、
町
内
外
か
ら
50
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。
選
手
た
ち

は
開
会
式
終
了
後
、
赤
碕
中
学
校
を
ス
タ
ー
ト
し
、
出
上
入
口
・
中
坪
・

金
屋
・
以
西
小
学
校
横
を
折
り
返
し
、
中
坪
・
赤
碕
勤
労
者
体
育
館
・
光

墓
地
・
安
田
福
祉
セ
ン
タ
ー
さ
く
ら
台
を
中
継
し
、
赤
碕
中
学
校
を
ゴ
ー

ル
と
す
る
８
区
間
、
14
・
８
キ
ロ
を
タ
ス
キ
リ
レ
ー
し
ま
し
た
。

　

成
績
は
大
勢
の
選
手
が
力
走
す
る
中
で
、
槻
下
Ａ
が
こ
と
や
ん
駅
伝
部

の
追
走
を
振
り
切
り
、
二
年
ぶ
り
総
合
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

大
会
結
果

第
７
回
琴
浦
町
駅
伝
競
走
大
会

槻
下
Ａ
が
総
合
優
勝

　

今
年
か
ら
町
体
育
協
会
に
バ
ウ
ン
ス
ボ
ー
ル
部
が
加
盟
し
、
初
め
て
の

事
業
と
な
る
講
習
会
＆
交
流
大
会
が
、
９
月
18
日
に
総
合
体
育
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。
バ
ウ
ン
ス
ボ
ー
ル
は
鳥
取
市
で
考
案
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
、

コ
ー
ト
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
広
さ
、
ネ
ッ
ト
の
高
さ
は
七
十
五
セ
ン
チ
で

す
。
ボ
ー
ル
は
ビ
ニ
ー
ル
製
な
の
で
手
で
打
っ
て
も
痛
く
な
く
、
一
度

ボ
ー
ル
を
床
に
バ
ウ
ン
ド
さ
せ
て
か
ら
打
つ
の
で
打
ち
や
す
く
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

　

町
内
に
は
ま
だ
普
及
し
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
日
の
参
加
者
は
30
人
ほ

ど
で
し
た
が
、
部
員
の
丁
寧
な
指
導
の
お
か

げ
で
、
初
心
者
の
方
も
み
る
み
る
う
ち
に
上

達
し
、
交
流
試
合
で
は
優
勝
さ
れ
た
チ
ー
ム

も
あ
り
ま
し
た
。
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で

の
講
習
会
は
と
て
も
好
評
で
し
た
の
で
、
今

後
は
も
っ
と
愛
好
者
が
増
え
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
ど
な
た
で
も
楽
し
め
る
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
で
す
の
で
、
み
な
さ
ん
も
地
域
や
学

校
な
ど
で
取
り
組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

優　

勝　

Ａ
チ
ー
ム

（
宇
田
川
烈
敬
・
手
嶋
幸
子
・
石
亀
智
代
子
・
西
山　

守
）

準
優
勝　

Ｅ
チ
ー
ム

（
松
本
節
子
・
堀
尾
克
美
・
松
本
き
み
子
・
長
谷
川
淳
子
）

三　

位　

Ｆ
チ
ー
ム　
　
　
　
　

（
米
田
睦
彦
・
吉
中
章
・
太
田
尚
義
・
青
木
義
治
）

秋
季
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
結
果
10
月
14
日　

逢
束
あ
じ
さ
い
公
園

赤碕中学校グラウンドをスタートした選手一団
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発
達
障
が
い
と
は

②

シ
リ
ー
ズ　
　

精
神
障
が
い
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に

　

高
機
能
広
汎
性
発
達
障
害
（
ア
ス
ペ

ル
ガ
ー
症
候
群
）
の
診
断
を
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
本
人
だ
け
で
は
な
く
、
家

族
や
周
囲
の
人
か
ら
の
話
も
参
考
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
所
見
だ
け
で

は
な
く
、
過
去
、
特
に
就
学
前
か
ら
小

学
校
低
学
年
ご
ろ
の
状
況
が
知
り
た
い

と
こ
ろ
で
す
。
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群

の
人
を
支
援
す
る
に
は
、
ア
ス
ペ
ル

ガ
ー
症
候
群
の
人
が
ど
の
よ
う
な
特
徴

を
持
っ
て
い
る
の
か
を
知
る
と
同
時

に
、
そ
の
人
自
身
の
特
徴
も
知
っ
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
た
だ
、
診
断
に

あ
た
っ
て
は
、
明
確
な
境
界
線
が
あ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
特

徴
が
強
く
て
も
、
社
会
で
十
分
に
適
応

し
て
仕
事
や
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る

人
も
い
れ
ば
、
特
徴
そ
の
も
の
は
軽
く

て
も
、
何
ら
か
の
生
活
の
し
づ
ら
さ
を

持
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
大
人
の
場

合
は
、社
会
適
応
に
問
題
が
な
け
れ
ば
、

あ
え
て
診
断
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
の
特
徴
と
し

て
は
、
下
記
の
よ
う
な
も
の
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
が
、
す
べ
て
が
見
ら
れ
る
と
言

う
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
特
徴
は
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候

群
で
な
い
人
に
も
、
少
な
か
ら
ず
見
ら

れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
診
断
や

関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
専
門
の
相
談

機
関
・
医
療
機
関
に
尋
ね
て
み
て
く

だ
さ
い
。

主
な
特
徴

１
、
知
覚
過
敏

　

聴
覚
、
視
覚
、
嗅
覚
、
味
覚
、
体
感

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
知
覚
の
過
敏
性
を

持
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
集
団
生
活
を

送
る
う
え
で
の
大
き
な
苦
痛
と
な
っ
て

き
ま
す
。
思
春
期
を
迎
え
る
と
、
特

に
、
聴
覚
や
視
覚
の
過
敏
が
課
題
に
な

り
ま
す
。
聴
覚
過
敏
が
強
い
と
、
に
ぎ

や
か
な
所
や
怒
鳴
り
声
な
ど
が
す
る
場

面
で
、
強
い
不
安
感
や
疲
労
感
を
感
じ

ま
す
。
視
覚
過
敏
が
あ
る
と
、
緊
張
す

る
と
集
団
や
人
の
視
線
が
気
に
な
る
と

話
さ
れ
る
人
も
い
ま
す
。
一
方
で
、
目

で
見
た
も
の
に
対
し
て
高
い
記
憶
力
を

持
っ
て
い
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。こ
れ
ら
の
知
覚
過
敏
の
度
合
い
は
、

身
体
的
、
精
神
的
ス
ト
レ
ス
が
高
ま
っ

て
く
る
と
、よ
り
強
く
な
っ
て
き
ま
す
。

２
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害

　

抽
象
概
念
の
理
解
が
十
分
に
で
き
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
会
話
の
内
容
を

十
分
に
把
握
で
き
ま
せ
ん
。
場
の
雰
囲

気
を
読
め
ず
、
集
団
の
暗
黙
の
了
解
が

分
か
ら
な
い
の
で
、
場
に
そ
ぐ
わ
な
い

行
動
を
し
て
し
ま
い
、
周
囲
か
ら
誤
解

を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

３
、
興
味
の
集
中
、
こ
だ
わ
り

　

特
定
の
物
事
に
対
し
て
興
味
関
心
の

集
中
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
分
な
り

の
ル
ー
ル
や
関
心
事
に
も
こ
だ
わ
り
が

見
ら
れ
ま
す
。
予
定
通
り
に
物
事
が
進

ん
で
い
る
と
安
心
で
き
る
の
で
す
が
、

急
な
予
定
変
更
が
あ
る
と
強
い
混
乱
を

示
し
た
り
、
新
し
い
場
面
に
は
強
い
不

安
感
を
抱
き
ま
す
。
比
較
的
、
臨
機
応

変
に
対
応
で
き
る
人
も
い
ま
す
が
、
自

分
な
り
の
こ
だ
わ
り
部
分
が
そ
こ
に
関

係
す
る
と
、
頑
固
さ
が
よ
り
強
く
な
っ

て
き
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
特
徴
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
特
徴
を
「
治
す
」

の
で
は
な
く
「
う
ま
く
つ
き
あ
っ
て
い

く
」
こ
と
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
自
分
自
身
の
得
意
な
と
こ

ろ
、
苦
手
な
と
こ
ろ
を
知
っ
て
い
く
こ

と
も
重
要
で
す
が
、
周
囲
の
人
が
本
人

の
特
徴
や
生
活
の
し
づ
ら
さ
を
き
ち
ん

と
理
解
し
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
（�

文
：
鳥
取
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

所
長　

原
田　

豊
さ
ん
）

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
91
日
以
上
の
犬
は

必
ず
登
録
し
て
、
毎
年
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
、

役
場
で
注
射
済
票
の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

対
象
と
な
っ
て
い
る
犬
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
飼

い
主
に
ハ
ガ
キ
で
通
知
を
行
い
、
集
合
注
射
な
ど
で

終
了
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
ま
だ
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
て
い
な
い
方
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
速

や
か
に
動
物
病
院
で
予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
飼
っ
て
い
た
犬
が
亡
く
な
っ
た
と
き
や
、

所
有
者
ま
た
は
所
在
地
な
ど
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、

異
動
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
印
章
を
お
持

ち
の
う
え
、
役
場
町
民
生
活
課
ま
た
は
分
庁
総
合
窓

口
係
に
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

各
種
手
数
料
な
ど

　

・
動
物
病
院
で
の
狂
犬
病
予
防
注
射
代
金　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
，
４
０
０
円

　

・
役
場
で
の
注
射
済
票
の
交
付
代
金　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
５
０
円

　

・
新
規
登
録
料　
　
　
　
　
　

３
，
０
０
０
円

問
合
せ
先　

町
民
生
活
課　

　
52
ー
１
７
０
３

犬
の
登
録
と

　
狂
犬
病
予
防
注
射
は

お
済
み
で
す
か
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国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
支
払
っ
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
今
年
中
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
た
人
に
は
、
日

本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

は
、
こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収

証
書
）
が
必
要
で
す
。
大
切
に
保

管
し
て
、
申
告
を
す
る
と
き
に
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
し
た
場
合
も
、
本
人
の

社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
家
族
あ
て
に

送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の

う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

証
明
書
の
送
付
時
期

　

11
月
上
旬

　

※�

た
だ
し
、
今
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

の
間
に
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
人

に
つ
い
て
は
、
来
年
２
月
上
旬

問
合
せ
先

　

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
　
　

　
０
５
７
０
ー
０
７
０
ー
１
１
７

　

月
～
金
曜
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　

第
２
土
曜
日　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
税
金
の
控
除
の
対
象
で
す

　琴浦町では、健康づくり
の一環として禁煙を推進す
る取組みを行っています。
　この度、町民のみなさん
に「タバコ」についての正
しい認識を持ち、禁煙への
意識を高めてもらうことを
目的に｢喫煙者には耳の痛
い話、タバコの悪影響｣と
題した禁煙ポスターを作成し、各部落に配布し
ました。
　みなさんは部落の集会所や公民館などで見て
いただいたでしょうか。
　タバコの悪影響についてはさまざまな所で耳
にされていると思いますが、なかなか禁煙には
つながりにくいのが現状のようです。
　このポスターをきっかけに地域で禁煙につい
て、話し合う機会を持っていただけたらと思い
ます。

　鳥取県では、年齢の若い方や、喫煙年数が少な
いために医療保険による禁煙治療を受けることが
できない方（自費治療となる方）を対象に、保険
適用相当分を助成する事業が実施されます。
　くわしくは、中部福祉保健局健康支援課　
　（ 　23ー3146）までお問い合わせください。

～健康づくり推進委員会から～

禁煙ポスターを
作成しました

禁煙治療費助成が始まりました

　

琴
浦
町
の
海
岸
の
魅
力
「
鳴
り
石
の
浜
」
を
伝
え
る

活
動
を
し
て
い
る
鳴
り
石
の
浜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら

「
鳴
り
石
の
浜　

渚
の
し
ら
べ
」
の
Ｃ
Ｄ
が
町
に
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

　

鳴
り
石
の
浜
と
は
琴
浦
町
赤
碕
に
あ
る
護
岸
整
備
の

さ
れ
て
い
な
い
海
岸
で
、
波
に
も
ま
れ
て
丸
く
な
っ
た

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
石
が
、
打
ち
寄
せ
る
波
に
よ
っ
て
転

が
り
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
音
が
す
る
こ
と
か
ら
そ
う
呼
ば
れ

ま
す
。
Ｃ
Ｄ
に
は
鳴
り
石
の
浜
の
波
音
と
石
の
鳴
る
音

が
30
分
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
寄
贈
さ
れ
た
Ｃ
Ｄ
は
町

内
の
各
保
育
園
と
幼
稚
園
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｄ
を
作
成
し
た
鳴
り
石
の
浜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
全

国
的
に
も
珍
し
い
こ
の
海
岸
を
保
全
す
る
た
め
清
掃
活

動
な
ど
の
ほ
か
、
町
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
地
域
活
性
化
に
つ

な
げ
る
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。鳴り石の浜プロジェクトのリーダーの

馬野慎一郎さん（左）とサブリーダー
の上田啓悟さん。CDは10月にオープ
ンした物産館ことうらなどでも販売さ
れています。

心
癒
さ
れ
る
渚
の
し
ら
べ　

「
鳴
り
石
の
浜
」Ｃ
Ｄ
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
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【米子ー鳥取間駅伝競走大会】
　琴浦町の選手も出場しますので、沿道での温か
いご声援をお願いします。
と　　き　11月12日（土）・13日（日）
と こ ろ　１日目　�東山陸上競技場～倉吉陸上競

技場�
　　　　　　　　　�琴浦町通過予定：赤碕中継所

（上野）12：00、浦安中継所（逢
束6区公民館西側）12：22

　　　　　２日目　��倉吉陸上競技場～鳥取県庁
【総合バドミントン大会】
と　　き　11月20日（日）9：00～
と こ ろ　総合体育館
種　　目　�団体戦の部（混合複、自由複、自由単）、

個人戦の部（男子シングルス、女子シ
ングルス、混合ダブルス）

申込期限　11月10日（木）
【剣道大会】
　小学生の高学年と保護者による親子対決もあり
ます。
と　　き　11月23日（水）9：00～
と こ ろ　農業者トレーニングセンター
種　　目　基本判定・個人戦・団体戦・親子対決
申込期限　11月18日（金）
【琴浦町ソフトバレーボール大会】
　気軽に4人のチームを作って参加してください。
と　　き　11月27日（日）8：30～
と こ ろ　総合体育館
種　　目　�一般の部（男女２人ずつ）、ファミリ

ーの部（小学生２名・30歳以上男女）、
レディース１部（４人の年齢の合計が
179歳以下）、�レディース２部（４人

　　　　　の年齢の合計が180歳以上）
申込期限　11月18日（金）
【9人制バレーボール大会】
　男女別で行います。地域や職場仲間などでチー
ムを作ってご参加ください。
と　　き　12月４日（日）9：00～
と こ ろ　農業者トレーニングセンターほか
参加資格　町内在住者及び町内在勤者
申込期限　11月25日（金）
代表者会議・抽選会
と　　き　11月28日（月）19：00～

と こ ろ　総合体育館
【バスケットボール大会】
　バスケットの好きな人集まれ！部別リーグ戦を
します。
と　　き　�12月11日（日）、18日（日）、１月15

日（日）、29日（日）
　　　　　※開会式は12月11日（日）8：30
と こ ろ　総合体育館
種　　目　・男子の部－１部～３部　各リーグ戦
　　　　　※初めて参加されるチームは３部
　　　　　・女子の部－参加チームによるリーグ戦
参加資格　町内在住者及び町内在勤者
参 加 費　１チーム1,000円
申込期限　11月25日（金）
代表者会議・抽選会
　と　　き　11月28日（月）20：00～
　と こ ろ　総合体育館
■各種大会申込・問合せ先　
　総合体育館　 　52－2047
　農業者トレーニングセンター　 　55－2707

と　　き　11月６日（日）10：00～ 14：00
と こ ろ　鳥取県中部森林組合琴浦支所
内　　容　�先着300名に粗品進呈、木材製品展示

販売、木工教室、椎茸植菌体験、紙す
き体験、林業機械販売、包丁砥ぎ、林
業相談、チェンソーアート、飲食コー
ナー（餅つき、とち餅、山菜おこわ、
手打ちそば、なめこ汁（無料））

主　　催　鳥取県中部森林組合
問合せ先　琴浦支所（高岡）　 　55－7311

　視覚や聴覚に障がいのある方にも楽しんでいた
だけるよう、音声ガイドや字幕の付いたバリアフ
リー映画の上映会を行います。障害のある人もな
い人も一緒に楽しみましょう。
上映映画　「不良少年の夢」
内容紹介　�ヤンキー先生で有名な義家弘介先生の

自伝を映画化した作品です。
と　　き　11月13日（日）13：30～ 16：00
と こ ろ　まなびタウンとうはく３階
　　　　　ハイビジョンシアター
　　　　　※入場は無料です。
問合せ先　琴浦町図書館　 　52－1115

催しもの

町の各種スポーツ大会

木とのふれあい祭り

バリアフリー映画上映会
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　動物や昆虫の姿を表情豊かに表現した竹細工
や、能面・笛などの作品を展示します。
出 展 者　山田輝男さん（下伊勢在住）
と　　き　11月１日（火）～ 22日（火）
と こ ろ　琴浦町図書館本館
問合せ先　琴浦町図書館　 　52－1115

　鳥取県内の代表的な鏝絵・なまこ壁のパネルを
展示しています。ご来館は赤碕分館の開館時間内
にお願いします。
と　　き　11月13日（日）まで
と こ ろ　琴浦町図書館赤碕分館
問合せ先　図書館赤碕分館　 　55－7547
　

　将来の陸上自衛官となる高等工科学校生徒の採
用試験が下記のとおり行われます。受験料無料。
受験資格　�平成24年４月１日現在で15歳以上17

歳未満の男子で日本国籍を有する方
受付期間　【推薦採用試験】
　　　　　11月１日（火）～ 12月16日（金）
　　　　　【一般採用試験】11月１日（月）～
　　　　　平成24年１月６日（金）
試 験 日　【推薦採用試験】平成24年1月7日（土）
　　　　　～９日（月）の間で指定する１日
　　　　　ところ　陸上自衛隊高等工科学校（神
　　　　　　　　　奈川県横須賀市御幸浜2－1）
　　　　　内　容　口述試験、筆記試験（作文を
　　　　　　　　　含む）、身体検査
　　　　　【一般採用試験】一次試験：平成24年
　　　　　１月14日（土）
　　　　　ところ　鳥取県内
　　　　　内　容　国語、社会、数学、理科、英
　　　　　　　　　語、500字程度の作文　※作
　　　　　　　　　文以外はマークシート方式
待　　遇　生徒手当に月額94,900円
問合せ先　総務課　 　52－2111

●第36回とうはく部落解放文化祭
テ ー マ　「つどい、学び、つながり、未来を創
　　　　　造しよう」～�自ら進んで参加する取組

みをしよう ! ～
と　　き　11月26日（土）～ 29日（火）
と こ ろ　東伯文化センター
主な催し
【26日（土）】19：00　夜のつどい
【27日（日）】
　　9：00　開催式、小・中学生学習会など発表
　　14：00　寿大学共催人権・同和教育講演会
　　　　　　講師　辻本一英さん
　　　　　　　　　（阿波木偶箱廻しを復活する会）
　　　　　　演題　ばぁちゃんからのメッセージ
　　　　　　　　　～福を運んだ人形まわし～
問合せ先　東伯文化センター　 　52－2773

●第26回あかさき部落解放文化祭
テ ー マ　「�未来を創造し自らが部落解放への情

熱をたぎらせて」
と　　き　11月19日（土）～ 21日（月）
と こ ろ　赤碕文化センター
主な催し　
【19日（土）】　9：00　子どもまつり
　　　　　　19：15　開会式
　　19：30　解放教育講演会
　　　　　　講師　中倉　茂樹さん
　　　　　　（徳島県人権エンタメ集団『友輝』）
　　　　　　演題　「ぬくもりを感じて」
　　　　　　　　～部落差別をとおして学ぶ～
【20日（日）】　9：30～日曜バザー　
　　　　　　14：00～小学生学習発表
問合せ先　赤碕文化センター　 　55－0741
＊�詳しくは今月の町報と一緒に配布しているチラ
シをご覧ください。

　講談社の「全国訪問おはなし隊」が赤碕分館に
やって来ます。キャラバンカーの中を見学して、
好きな絵本を読むことができます。絵本の読み聞
かせもあります。
と　　き　11月19日（土）
　　　・キャラバンカー見学（分庁舎前駐車場）
　　　　　10：00～ 10：30
　　　・おはなし会（分庁舎２階多目的ホール）
　　　　　10：35～ 11：05
問合せ先　図書館赤碕分館　 　55－7547

部落解放文化祭

「本とあそぼう全国訪問おはなし隊」が赤碕分館にやって来る!

募　集

自然とあそぶ　山田輝男作品展

「鳥取の鏝絵・なまこ壁」パネル展

陸上自衛隊高等工科学校生徒
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※この記事は漢字にすべてふりがなをつけています。

　本制度は、今年度から対象を町内に住んでいる
すべての高校生に拡大しました。奨励金を受給す
るには所得制限などがありますので、くわしくは
人権・同和教育課までお問い合わせください。な
お、支給は申請手続きの翌月分からになりますの
で、できるだけ早く申請してください。
対 象 者　
①高等学校奨励金
　町内に住所を有する高校生、高等専門学校生
②大学、専修学校奨励金
　町内に住所を有する同和地区出身者または同和
　地区の大学生、短大生、専修学校生など
支給条件　町県民税課税標準額をもとに決定
申請・問合せ先　人権・同和教育課
　　　　　　　　（まなびタウンとうはく３階）
　　　　　　　　 　52－1162
　　　

　メタボリックシンドロームを放置しておくと、
動脈硬化が進行し、心臓病や脳卒中など命に関わ
る病気を引き起こすことになりかねません。
　特定健診は、メタボリックシンドロームなどを
いち早く発見し、予防・改善を図るために行われ
ています。毎日を元気で快適に暮らしていくため
に、年に一度は必ず健診を受けましょう。
受診期限　12月中
受診場所　指定の医療機関
持参するもの　保険証・受診券
問合せ先　町民生活課　 　52－1707

　
　大震災における原子力発電所の事故による被害
を受けられた方は、地方税の軽減措置などを受け
られます。軽減措置などを受けるためには、手続
きが必要となる場合もありますので、詳細につい
ては、税務課（ 　52－1702）にお問い合わせ
ください。

　東伯地域の国道９号線沿いにある商工街路灯に
店舗の広告看板を設置していただけるスポンサー
を募集しています。ただし、看板設置費用、毎月
の街路灯の電気代はスポンサー負担となります。
問合せ先　商工観光課　 　55－7801

　

　

　12月と１月に下記の施設の利用を希望される
チームの代表者は必ず出席してください。
と　　き　11月16日（水）18：00
と こ ろ　総合体育館
対象施設　�総合体育館、東伯勤労者体育センター、

東伯中学校体育館、東伯中学校グラウ
ンド、八橋・浦安・東伯・古布庄小学
校体育館

問合せ先　総合体育館　 　52－2047
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案　内

体育施設夜間利用調整会

返済不要　町進学奨励金を活用ください

国保特定健診は必ず受けましょう

東日本大震災における原子力発電所の
事故による被害を受けられた方へお知らせ
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ヘ ギョン
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●行政相談
内　　容　役所の仕事や手続き、サービスなど
【社会福祉センター】
　と　　き　11月16日（水）
　　　　　　9：00～ 11：30　
【老人福祉センター】
　と　　き　11月24日（木）13：30～ 16：00
問合せ先　総務課　 　52－2111
●夜間納税相談
内　　容　納税に関すること
と　　き　11月30日（水）17：30～ 19：30
と こ ろ　役場本庁舎税務課
問合せ先　税務課　 　52－1712
●人権相談
内　　容　人権問題全般
　以西地区公民館
　と　　き　11月11日（金）9：00～ 11：30
　下郷地区公民館
　と　　き　11月25日（金）9：00～ 11：30
問合せ先　町民生活課　 　52－1704
●健康相談
内　　容　身体の健康問題全般
と　　き　11月７日（月）9：30～ 11：00
と こ ろ　いきいき健康センター
問合せ先　健康福祉課　 　52－1705
●からだと心の健康相談
内　　容　身体と心の健康問題全般
と　　き　11月21日（月）9：30～ 11：00
と こ ろ　保健センター
問合せ先　健康福祉課　 　52－1705
●もの忘れ相談（予約制）
内　　容　もの忘れや認知症に関する相談
と　　き　11月１日（火）
【いきいき健康センター】
　受付時間　13：00～ 13：30
【保健センター】
　受付時間　15：00～ 15：30
予　　約　電話で問合せ先まで
　　　　　（先着順、定員になり次第終了）
問合せ先　琴浦町地域包括支援センター
　　　　　（健康福祉課内）　 　52－1525
●農家相談
内　　容　農地・農業問題全般
と　　き　11月７日（月）9：00～正午
と こ ろ　役場分庁舎３階農業委員会事務局
問合せ先　農業委員会事務局　 　55－7809
●行政書士相談（当日受付、先着順）
内　　容　相続、遺言、悪徳商法被害など
と　　き　11月18日（金）16：00～ 20：00
と こ ろ　琴浦町図書館相談室
問合せ先　琴浦町図書館　 　52－1115
　　　　　鳥取県行政書士会　 　0857－24－2744

11月の無料相談
　｢認定農業者制度｣ は、町内の中核的担い手農
家として、経営の拡大やコストダウンなどの経営
改善に取り組む農業者の計画を町が認定し、実現
に向けて関係機関が連携して支援する制度です。
認定されると、融資や農地借り入れなどについて
有利な支援が受けられます。現在、町内の認定農
業者は、175人。認定農業者でつくる協議会では、
全国担い手サミットや農家相互研修などを企画・
実施しています。あなたも、認定農業者になりま
せんか。
申請期限　11月15日（火）
相談・問合せ先　農林水産課　 　55－7802
　　　　東伯農業改良普及所　 　52－2125

　鳥取県民手帳には、カレンダーやスケジュール
帳などのほか、県内の年中行事、鳥取の特産物旬
カレンダーなど便利な情報が満載です。
価　　格　600円
取扱場所　役場総務課、分庁総合窓口係、各地区公民館

　琴浦会西日本地区交流会を開催します。懐かし
い方言や思いがけない再会、ふるさと琴浦の味を
味わって、楽しいひと時を過ごしましょう！
と　　き　11月23日（水）11：30～
と こ ろ　大阪新阪急ホテル　２階宴会場
参 加 費　8,000円（当日ご持参ください）
問合せ先　琴浦町関西事務所　
　　　　　 　06－6131－6505

認定農業者の申請受付中

ありがとうございます
ふるさと未来夢寄附金へのお礼

（平成23年9月1日～平成23年9月30日受付分）
髙山　あやみ　様　（大阪府）
安達　澄子　　様　（大阪府）

■平成23年度の寄附の状況
（平成23年９月30日現在）

寄附金の額　　　　652,000円
ご寄附いただいた方　　　16人

問合せ先：カウベルホール　   53－1516

カウベルホールの催しもの（11/1～12/5）
介護予防フェスティバル
（13：30～）
琴浦町人権フェスティバル
「第7回 琴浦町差別をなくする町民のつどい」12月4日（日）

11月19日（土）

第3回琴浦会 西日本地区交流会を開催

県民手帳販売中です
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●女性法律相談（電話予約制）
内　　容　法律全般（女性のみ）
と　　き　11月16日（水）10：00～正午
と こ ろ　中部総合事務所福祉保健局相談室
予　　約　電話で問合せ先まで
　　　　　（先着順、定員になり次第終了）
問合せ先　鳥取県中部総合事務所福祉保健局
　　　　　障がい者支援課心と女性の相談室
　　　　　 　23－3152
●心の健康相談（電話予約制）
内　　容　心の健康問題全般
と　　き　11月11日（金）15：０0～ 16：30
予　　約　電話で問合せ先まで
　　　　　（先着順、定員になり次第終了）
問合せ先　鳥取県中部総合事務所福祉保健局
　　　　　障がい者支援課心と女性の相談室
　　　　　 　23－3152
●多重債務・ヤミ金融等相談会（電話予約制）
内　　容　�クレジット、消費者金融、ヤミ金融、

各種ローンの相談
と　　き　11月25日（金）13：30～ 16：00
と こ ろ　倉吉未来中心会議室
予　　約　電話で問合せ先まで
　　　　　（先着順、定員になり次第終了）
問合せ先　鳥取県中部消費生活相談室
　　　　　 　22－3000
●教育相談会
内　　容　教育に関すること全般
と　　き　11月24日（木）14：00～ 17：00
と こ ろ　中部総合事務所
問合せ先　鳥取県教育センター教育相談課　
　　　　　 　0857－28－2322

社会福祉協議会の無料相談

予約・問合せ先　琴浦町社会福祉協議会
　　　　　　　　 　52－3600
●心配ごと相談
内　　容　日常生活での困りごとなど
【社会福祉センター】
　と　　き　毎週水曜日（祝日除く）
　　　　　　9：00～ 11：30
【老人福祉センター】　　　　
　と　　き　毎週木曜日（祝日除く）
　　　　　　13：30～ 16：00
●社会保険労務士による年金相談（予約優先）
内　　容　年金問題全般
と　　き　11月22日（火）9：00～ 11：30
と こ ろ　社会福祉センター
予　　約　電話で問合せ先まで
●弁護士による法律相談（電話予約制）
内　　容　法律全般
と　　き　11月24日（木）13：30～ 15：30
と こ ろ　社会福祉センター
予　　約　電話で問合せ先まで
　　　　　（先着順、定員になり次第終了）
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１人分の栄養価

エネルギー 493kcal
たんぱく質　　19.0g
脂質　　　　　15.0g
カルシウム　　80ｍg
食塩相当量　　 2.4g

①�ボウルに卵を溶きほぐし、Ａの調味料を加
え混ぜる。フライパンに油を熱して流し込
み、箸４本でよくかき混ぜる。固まりかけ
たら火を止めて、余熱を利用してそぼろを
作る。
②�ひき肉を鍋に入れ、Bの調味料を加え、よく
混ぜてから強火にかけ、汁気がなくなるま
で煮る。
③�ほうれん草はゆでて冷水にとり、水気を切
って３センチ長さに切りＣで和える。
④器にご飯を盛って、①②③の具を盛り付ける。

三　色　丼

★おすすめのポイント
　忙しい朝、おにぎりやパン
だけといった主食だけの朝ご
はんになっていませんか？
　三色丼は、主食、主菜、副
菜がそろった、栄養バランス
が良いメニューです。バラン
スの良い朝ごはんをしっかり
食べて、元気に１日をスタート
させましょう。

朝ごはんを食べよう
!!

主食、主菜、副菜のそ
ろった

朝ごはんを心がけま
しょう。

作り方材料（4人分）

株式会社ヘイセイ

　当社は、昭和37年創業し建設業としてスタート
しました。平成20年４月に琴浦町の町魚でもある
“あご”（飛魚）と、全国の厳選した食材をブレン
ドした和風だし「あご入り鰹ふりだし」の販売を
きっかけに食品事業に進出しました。
　現在では商品のレパートリーも増え、野菜ブイ
ヨン、あご漁師のあご入り力ふりかけ、スタミナ
納豆ふりかけも定番商品として販売しております。
その中でも「あご入り鰹ふりだし」は、県民が選
ぶ「とっとり旨いもん100選」に選ばれ知名度も
高まりつつあります。
　今後はヘイセイ商品が地域ブランドのひとつと
なるよう販路開拓を進めるため商談会・イベント

などに積極的に参加し、県内外にアピールしてい
く予定です。これからも地域の皆様に愛され、喜
ばれる商品づくりをめざしてまいります。

～ 経営理念 ～

・お客様の笑顔、そして社員の笑顔を創造
・変化を遂げる社会の中でも伸び続ける企業
・地域に愛され信頼される企業

（徳万731）
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【ホームページアドレス】　http：//www.agodashi.com/

　・ごはん
　・卵
Ａ　砂糖
　　塩
　　酢
　・油
　・豚ひき肉
Ｂ　生姜すりおろし
　　しょうゆ
　　酒
　　みりん
　　砂糖
　・ほうれん草
Ｃ　しょうゆ
　　すりごま

600g
２個

小さじ１
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